


わらび市議会だより

わらび市議会だより No.191 2

正
副
議
長
の
選
挙
結
果
と
議
会

運
営
委
員
会
・
常
任
委
員
会
（
総

務
・
環
境
福
祉
経
済
・
教
育
ま
ち

づ
く
り
・
決
算
）・
一
部
事
務
組
合

議
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。

（
委
員
会
の
◎
印
は
委
員
長
、
○

印
は
副
委
員
長
。
敬
称
略
。）

●
議
長
選
挙

松
本
　
　
徹
（
公
明
党
）
12
票

鈴
木
　
　
智
（
共
産
党
）
4
票

一
関
　
和
一
（
民
主
党
）
1
票

榎
本
　
和
孝
（
無
所
属
）
1
票

●
副
議
長
選
挙

三
輪
か
ず
よ
し
（
新
生
会
）
12
票

山
■

紀
子
（
共
産
党
）
4
票

小
林
　
リ
キ
（
新
生
会
）
1
票

榎
本
　
和
孝
（
無
所
属
）
1
票

●
議
会
運
営
委
員
会

◎
池
上
　
智
康
　
○
大
石
　
幸
一

鈴
木
　
　
智
　
　
梶
原
　
秀
明

比
企
　
孝
司
　
　
今
井
　
良
助

●
総
務
常
任
委
員
会

◎
保
谷
　
　
武
　
○
大
石
　
幸
一

鈴
木
　
　
智
　
　
小
林
　
リ
キ

一
関
　
和
一
　
　
比
企
　
孝
司

●
環
境
福
祉
経
済
常
任
委
員
会

◎
山
■

紀
子
　
○
大
石
　
圭
子

み
や
し
た
奈
美
　
　
三
輪
か
ず
よ
し

池
上
　
智
康
　
　
松
本
　
　
徹

●
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

◎
前
川
や
す
え
　
○
古
川
　
　
歩

榎
本
　
和
孝
　
　
梶
原
　
秀
明

高
橋
　
悦
朗
　
　
今
井
　
良
助

●
決
算
常
任
委
員
会

◎
小
林
　
リ
キ
　
○
高
橋
　
悦
朗
　

み
や
し
た
奈
美
　
　
榎
本
　
和
孝

古
川
　
　
歩
　
　
大
石
　
圭
子

保
谷
　
　
武
　
　
前
川
や
す
え

梶
原
　
秀
明

●
一
部
事
務
組
合
議
会

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会

み
や
し
た
奈
美
　
　
榎
本
　
和
孝

古
川
　
　
歩
　
　
大
石
　
圭
子

保
谷
　
　
武
　
　
梶
原
　
秀
明

議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
後
初
め
て
の

臨
時
会
が
、
７
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
３
日
間
の

会
期
で
、
新
議
員
３
名
を
含
む
18
名
の
議
員
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
臨
時
会
で
は
初
日
に
正
副
議
長
の
選
挙
、
議
会

運
営
委
員
会
委
員
・
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
及
び

正
副
委
員
長
の
互
選
、
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
、

戸
田
競
艇
組
合
議
会
議
員
・
蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー

組
合
議
会
議
員
の
選
挙
等
が
行
わ
れ
、
新
議
会
の
構

成
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
総
務
常
任
委
員
会
で
議
案
審
査
を
行

っ
た
後
に
、
本
会
議
に
お
い
て
市
長
提
出
議
案
２
件

が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
、
最
後
に
議
会

運
営
委
員
会
が
議
会
の
閉
会
中
に
調
査
活
動
を
行
う

た
め
の「
閉
会
中
の
継
続
審
査
事
項
の
委
員
会
付
託
」

を
議
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

7月臨時会
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副
議
長

　
　
三
輪
か
ず
よ
し

議
　
長

　
　
松
本
　
　
徹

三
輪
か
ず
よ
し

高
橋
　
悦
朗

比
企
　
孝
司
　
　
松
本
　
　
徹

戸
田
競
艇
組
合
議
会

前
川
や
す
え
　
　
鈴
木
　
　
智

小
林
　
リ
キ
　
　
大
石
　
幸
一

山
■

紀
子
　
　
一
関
　
和
一

池
上
　
智
康
　
　
今
井
　
良
助

市
長
よ
り
議
員
選
出
監
査
委
員

に
比
企
孝
司
氏
の
選
任
の
同
意
を

求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
同
意

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
よ
り
農
業
委
員
会
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て
の
依
頼
が
あ
り
、

選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
保
谷
武
氏

を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し

た
。
選
挙
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。保

谷
　
　
武
（
新
生
会
）
12
票

梶
原
　
秀
明
（
共
産
党
）
4
票

小
林
　
リ
キ
（
新
生
会
）
1
票

榎
本
　
和
孝
（
無
所
属
）
1
票

円
滑
な
議
会
運
営
を
期
す
た
め
、

議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て
協
議
し
、

意
見
の
調
整
を
図
る
場
と
し
て
設

置
さ
れ
て
い
る
議
会
運
営
委
員
会

が
、
次
期
議
会
の
日
程
の
協
議
等

を
行
う
た
め
、
閉
会
中
に
お
い
て

も
調
査
や
協
議
が
可
能
と
な
る
よ

う
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。

今
臨
時
会
で
は
高
度
な
救
急
救

命
処
置
用
資
機
材
を
装
備
し
た
高

規
格
救
急
自
動
車
に
関
す
る
契
約

議
案
に
つ
い
て
も
審
議
し
ま
し
た
。

更
新
車
は
効
率
的
な
救
急
救
命

活
動
の
た
め
の
広
い
室
内
空
間
や
、

搬
送
時
の
救
急
患
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
防
振
架
台
等
を
備
え
る
ほ

か
、
多
様
な
救
急
現
場
で
迅
速
か

つ
的
確
な
救
急
活
動
を
可
能
に
す

る
高
性
能
な
救
命
資
機
材
を
搭
載

し
て
お
り
、
本
年
10
月
30
日
の
納

入
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会派が結成されました!!
新生会 ９名

◎池上　智康　　　　　今井　良助

比企　孝司　　　　　三輪かずよし

小林　リキ　　　　　前川やすえ

保谷　　武　　　　　大石　圭子

古川　　歩

日本共産党蕨市議会議員団 ４名

◎鈴木　　智　　　　　山■ 紀子

梶原　秀明　　　　　みやした奈美

蕨市公明党 ３名

◎松本　　徹　　　　　大石　幸一

高橋　悦朗

民主党わらび １名

一関　和一

無所属 １名

榎本　和孝

◎印の付いている

議員が各会派の代

表です。

議案番号 議案名 新生会 共産党 公明党 民主党 無所属 結果

議案第44号 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第45号 監査委員の選任の同意について ○ 退席 ○ ○ 退席 同　　意

平成27年7月臨時会における議案等に対する賛否結果
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則
公
開
す
る
と
と
も
に
、
議
会
の

活
動
に
関
す
る
情
報
公
開
に
努
め

ま
す
。

ま
た
、
請
願
及
び
陳
情
を
市
民

に
よ
る
政
策
提
案
と
位
置
付
け
る

と
と
も
に
、
本
会
議
か
ら
の
付
託

を
受
け
た
委
員
会
で
の
審
査
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ら
提
案
者
の
意
見

を
聞
く
機
会
を
原
則
設
け
ま
す
。

◆
議
会
報
告
会
（
第
7
条
）

議
会
は
、
議
員
出
席
の
下
に
広

報
・
広
聴
の
機
能
を
持
つ
議
会
報

告
会
を
少
な
く
と
も
年
1
回
開
催

し
ま
す
。
報
告
会
で
の
議
会
活
動

の
状
況
説
明
と
市
民
の
意
見
聴
取

に
よ
り
、
議
会
運
営
の
改
善
及
び

市
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◆
議
員
の
政
治
倫
理
（
第
25
条
）

議
員
は
、
自
身
が
高
い
倫
理
的

義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
、
各
自
の
政
治
信
条
を
遵
守

し
、
市
民
の
代
表
と
し
て
良
心
及

び
責
任
感
を
持
ち
、
議
員
の
品
位

を
保
持
し
、
見
識
を
養
う
よ
う
に

努
め
ま
す
。

◆
議
員
定
数
（
第
26
条
）
・
議
員

報
酬（
第
27
条
）

議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
蕨
市
議
会
議
員
の
定

数
条
例
」
及
び
「
蕨
市
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
」
で
定
め
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
改
正
に
当
た
っ
て

は
、
行
財
政
改
革
の
視
点
だ
け
で

は
な
く
、
市
政
の
現
状
及
び
課
題

等
を
十
分
に
考
慮
す
る
と
と
も
に
、

議
員
活
動
の
評
価
等
に
関
し
て
市

民
の
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
、
市

政
を
取
り
巻
く
様
々
な
要
素
を
勘

案
し
て
総
合
的
に
検
討
す
る
た
め
、

参
考
人
制
度
や
公
聴
会
制
度
を
十

分
に
活
用
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

◆
議
会
改
革
の
推
進
（
第
31
条
）

議
会
は
、
議
会
改
革
の
取
り
組

み
を
不
断
に
検
証
し
、
そ
の
推
進

に
当
た
り
ま
す
。

※
本
条
例
の
全
文
は
蕨
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
蕨
市
議
会
」
か
ら

ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

６
月
定
例
会
は
６
月
17
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
の

21
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
に
市
長
就
任
あ

い
さ
つ
、
提
出
議
案
の
提
案
説
明
、
埼
玉
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、
６
月
19
日
に
は
３
件
の
人
事
議
案
が
先

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し

た
。３

日
間
に
わ
た
っ
た
一
般
質
問
で
は
、
各
公
共
施

設
の
耐
震
化
促
進
、
市
民
公
園
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向

上
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
筋
ト
レ
に
よ
る
健
康
ま
ち
づ

く
り
等
の
市
政
に
お
け
る
重
要
課
題
を
12
人
の
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
、
執
行
部
の
見
解
を
問
い
ま

し
た
。

最
終
日
に
は
市
長
提
出
議
案
４
件
を
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
し
た
後
に
、
議
会
改
革
推
進
特
別
委

員
会
か
ら
の
委
員
長
報
告
を
行
い
、
追
加
提
案
さ
れ

た
議
員
提
出
議
案
２
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。

前
号
（
わ
ら
び
市
議
会
だ
よ
り

190
号
）
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

6
月
定
例
会
の
最
終
日
に
は
、
議

員
提
出
議
案
と
し
て
「
蕨
市
議
会

基
本
条
例
」
が
追
加
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
議
会
改
革
推
進
特
別
委

員
会
が
作
成
し
た
案
文
を
も
と
に
、

代
表
者
会
議
で
の
協
議
や
審
査
等

を
経
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
提
案
に
至
っ
た
も

の
で
、
本
会
議
で
は
全
会
一
致
で

原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
「
蕨
市
議
会
基
本
条

例
」
の
中
か
ら
、
特
に
市
民
の
皆

様
に
関
係
の
深
い
条
文
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

◆
市
民
参
加
及
び
市
民
と
の
連
携

（
第
6
条
）

議
会
は
、
本
会
議
の
ほ
か
、
常

任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
を
原

議員が選挙区内の人に対してお金
や物を贈ることはできません!!
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※議案第37・38号については質疑が行われました。質疑の詳細内容は蕨市ホームページの「蕨市議会」からご覧になること
ができます。

議案番号 議案名 新生会 共産党 公明党 民主党 結果

議案第37号 蕨市税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第38号 平成27年度蕨市一般会計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第39号 公平委員会委員の選任の同意について ○ ○ ○ ○ 同　　意

議案第40号 公平委員会委員の選任の同意について ○ ○ ○ ○ 同　　意

議案第41号 公平委員会委員の選任の同意について ○ ○ ○ ○ 同　　意

議案第42号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ 承　　認

議案第43号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ 承　　認

議員提出議案
蕨市議会基本条例 ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 1 号

議員提出議案
蕨市議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 2 号

平成27年6月定例会における議案等に対する賛否結果

当
委
員
会
は
7
件
の
付
託
案
件

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
す
る
た

め
に
、
3
年
半
の
間
に
21
回
の
会

議
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

最
初
に
「
費
用
弁
償
」
に
つ
い

て
は
、
市
民
へ
の
説
明
が
で
き
な

い
と
し
て
減
額
や
廃
止
を
す
べ
き

と
い
う
意
見
と
、
廃
止
し
て
そ
の

予
算
を
政
務
活
動
費
に
上
乗
せ
す

べ
き
と
い
う
意
見
に
分
か
れ
、
結

論
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
に
「
政
務
活
動
費
」
に
つ
い

て
は
、
現
状
の
ま
ま
で
い
く
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
懸
案

事
項
等
が
発
生
し
た
場
合
は
今
後

も
経
理
責
任
者
会
議
で
協
議
す
べ

き
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

次
に
「
本
会
議
等
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
等
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
運
用
中
の
各
シ
ス
テ
ム
と
の

連
動
性
の
高
い
「
映
像
配
信
シ
ス

テ
ム
」
を
導
入
し
、
本
会
議
を
ラ

イ
ブ
・
録
画
配
信
す
べ
き
と
の
結

論
に
至
り
ま
し
た
。

次
に
「
一
般
質
問
」
に
つ
い
て

は
、
中
間
報
告
の
と
お
り
議
員
の

持
ち
時
間
が
従
来
の
30
分
で
は
短

い
た
め
、
時
間
延
長
す
べ
き
と
の

結
論
に
至
り
ま
し
た
。

次
に
「
議
会
基
本
条
例
」
に
つ

い
て
は
、
委
員
会
で
案
文
を
作
成

し
、
代
表
者
会
議
で
の
協
議
、
例

規
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経

て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
全
12
章
と
附
則
か
ら
な

る
案
文
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

次
に
「
政
治
倫
理
条
例
」
に
つ

い
て
は
、
議
会
基
本
条
例
の
中
で

議
員
の
政
治
倫
理
に
つ
い
て
規
定

す
る
こ
と
で
、
政
治
倫
理
条
例
の

制
定
は
不
要
と
の
結
論
に
至
っ
た

こ
と
か
ら
、
議
会
基
本
条
例
案
の

第
25
条
に
議
員
の
政
治
倫
理
に
関

す
る
条
文
を
設
け
ま
し
た
。

最
後
に
「
予
決
算
常
任
委
員
会

の
設
置
等
」
に
つ
い
て
は
、
既
存

の
決
算
常
任
委
員
会
と
は
別
に
予

算
常
任
委
員
会
を
設
置
す
べ
き
と

の
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
が
、
委

員
会
の
形
態
や
審
査
方
法
等
の
細

部
に
つ
い
て
は
委
員
間
で
意
見
の

隔
た
り
が
あ
り
、
委
員
会
と
し
て

の
結
論
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議会改革推進特別委員会が付託案件の
調査研究を終了（最終報告を一部掲載します）

いよいよ議会中継が始まります!!
（詳細は12ページをご参照ください）




